
中国人水墨画家の中国人水墨画家の王王
お う す こ うお う す こ う

子江子江氏（55）が浮島小を訪問。氏（55）が浮島小を訪問。
児童たちは、墨の濃淡で表現する水墨画に興味児童たちは、墨の濃淡で表現する水墨画に興味
津々。王氏が操る筆先をじっと見つめました。津々。王氏が操る筆先をじっと見つめました。
関連記事…10、20㌻（５月10日、浮島小）関連記事…10、20㌻（５月10日、浮島小）

● 石神の丘「美食菜工房」プロジェクト…２～３㌻　
● 叙勲受章者紹介ほか…4～５㌻
● 沼宮内山見交流会…６㌻
● 町長直通便…８～９㌻

■主な記事■主な記事

2012[平成24]年2012[平成24]年2013[平成25]年
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町
産
野
菜
の
高
付
加
価
値
化
を
図
ろ
う
と

㈱
町
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
は
、
野
菜
の
加
工

を
テ
ー
マ
に
し
た
６
次
産
業
化
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
始
動
。
そ
の
第
１
弾
と
し
て
「
ベ
ジ

パ
ウ
ダ
ー
」
と
同
パ
ウ
ダ
ー
を
使
用
し
た
ご

当
地
商
品
の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

６
次
産
業
化
と
は
、
農
畜
産
物
の

生
産
を
行
う
農
業
（
第
１
次
産
業
）

と
食
品
加
工（
第
２
次
産
業
）、流
通
、

販
売
（
第
３
次
産
業
）
を
総
合
的
に

結
び
付
け
、
農
作
物
の
高
付
加
価
値

化
な
ど
を
進
め
、
農
業
所
得
の
向
上

を
図
ろ
う
と
す
る
経
営
手
法
の
一
つ

で
、
近
年
国
を
挙
げ
て
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
を
筆
頭
に
30
品

目
を
超
え
る
県
内
一
の
野
菜
総
合
産

地
で
あ
る
本
町
で
は
、
町
の
産
業
振

興
と
情
報
発
信
を
担
う
㈱
町
ふ
る
さ

と
振
興
公
社
が
、
生
産
・
加
工
・
流

通
販
売
の
機
能
を
す
べ
て
備
え
た
道

の
駅
「
石
神
の
丘
」
を
舞
台
に
、「
野

菜
の
加
工
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
第
１
弾
が
町
産
野
菜
を
乾
燥

し
、
粉
末
に
し
た
食
材
「
ベ
ジ
パ
ウ

ダ
ー
」
で
す
。
原
料
は
、
町
産
地
直

売
組
合
な
ど
が
供
給
す
る
町
産
野
菜

を
１
０
０
㌫
使
用
。
低
温
乾
燥
方
式

に
よ
り
、
野
菜
の
鮮
や
か
な
色
や
風

味
、
豊
富
な
栄
養
価
を
保
っ
た
ま
ま

乾
燥
し
、
利
用
し
や
す
く
粉
末
に
し

た
の
が
特
徴
で
す
。

　

同
社
は
４
月
27
日
、
第
１
弾
と
し

て
ニ
ン
ジ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ゴ
ボ
ウ
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
４
種
類
を
発
売
し

た
ほ
か
、
町
農
産
加
工
組
合
も
ベ
ジ

パ
ウ
ダ
ー
を
使
用
し
た
「
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
」や
「
野
菜
お
こ
し
」、「
か
り

ん
と
う
」
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
和
洋

菓
子
を
同
時
発
売
。
迎
え
た
大
型
連

休
中
の
道
の
駅
「
石
神
の
丘
」
産
直

施
設
内
の
特
設
売
り
場
は
、
新
商
品

に
注
目
す
る
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、

観
光
客
に
も
岩
手
町
な
ら
で
は
の
お

土
産
と
し
て
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
今
後
、
季
節
の
野
菜
を
順
次

加
工
し
て
ベ
ジ
パ
ウ
ダ
ー
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
拡
大
を
図
る
ほ
か
、
町
農
産
加

工
組
合
や
石
神
の
丘
レ
ス
ト
ラ
ン
、
町

内
企
業
な
ど
と
連
携
し
、
さ
ら
な
る
ご

当
地
商
品
開
発
を
進
め
、
そ
れ
ら
の
商

品
群
は
プ
レ
ミ
ア
ム
ブ
ラ
ン
ド
「
い
わ

て
ま
ち
石
神
の
丘
・
美
食
菜
工
房
」
シ

リ
ー
ズ
と
し
て
販
売
し
ま
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
キ
ャ
ベ

ツ
焼
酎
「
キ
ャ
ベ
酎
」
や
、「
石
神
長

い
も
そ
ば
」、「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
カ
レ
ー
」

な
ど
に
続
い
て
、
野
菜
を
テ
ー
マ
と
し

た
ご
当
地
商
品
開
発
が
さ
ら
に
進
み
、

町
が
誇
る
野
菜
と
産
地
の
魅
力
が
広

く
内
外
へ
発
信
さ
れ
、
活
性
化
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　町産直組合では、原料となる町産野菜の量、質ともに
万全の供給体制があります。形が整わないなどで売るこ
とができない野菜でもベジパウダーの原料に使うことが
できるため、生産のロスが減ることに大きな魅力を感じ
ています。野菜総合産地・岩手町のＰＲにもなり、農家
の所得向上につながると期待しています。

　ベジパウダー発売から１カ月。おかげさまで皆さまか
ら好評を博しています。原料の調達からパウダー化、加
工品の製造・販売まで、道の駅「石神の丘」を舞台に展
開できるのが、このプロジェクトの強みです。各方面と
連携してパウダーを活用したご当地商品の開発を進め、
町産野菜のさらなる消費拡大やブランド化を図ります。

　ベジパウダーを使ったかりんとうやシフォンケーキ、お
こしなどを作り販売しています。従来のものにパウダーを
加えるだけでバリエーションが増える手軽さもあります
し、パウダーを活用した新たな加工品を生み出そうと工夫
する面白味も感じています。野菜の生産者から私たちまで
一体となって、道の駅と町を盛り上げていきたいですね。

　レストランでは現在、パーティーメニューなどにベジパ
ウダーを使用しているほか、野菜の色がきれいに出る特徴
を生かし、麺類やデザート、ドレッシングなどを研究・開
発中です。レストランで提供するだけでなく、ベジパウダー
の使い方を提案するのも私たちの役目の一つ。腕を振るって、
パウダーを活用したおいしいメニュー開発に挑戦します。

　いわてまち石神の丘「美食菜工房」　いわてまち石神の丘「美食菜工房」
とは、㈱町ふるさと振興公社が推進すとは、㈱町ふるさと振興公社が推進す
る町産野菜の加工をテーマとした６る町産野菜の加工をテーマとした６
次産業化プロジェクトによって開発次産業化プロジェクトによって開発
されたご当地商品に付与されるプレされたご当地商品に付与されるプレ
ミアムブランドです。町産野菜の加ミアムブランドです。町産野菜の加
工を通じて、町ならではの美しく豊か工を通じて、町ならではの美しく豊か
な食文化を創造することにより、町のな食文化を創造することにより、町の
さらなる活性化を目指しています。さらなる活性化を目指しています。

道の駅「石神の丘」
八
や え が し

重樫　博
ひろし

 支配人（53）

レストラン「石神の丘」
高
た か ま ぎ

間木　浩
ひろし

 料理長（45）
町農産加工組合「パワー工房」
山
やまも と

本　佐
さ え こ

枝子 組合長（60）

町産地直売組合
田
た な か

中　栄
えいぞ う

三 さん（63）

ベジパウダー活用の提案とベジパウダー活用の提案と
新メニューの開発に挑戦新メニューの開発に挑戦

お菓子などの加工品に使用お菓子などの加工品に使用
手軽さと面白さがあります手軽さと面白さがあります

新たなご当地商品の開発新たなご当地商品の開発
野菜のブランド化を図る野菜のブランド化を図る

野菜生産のロスを減らし野菜生産のロスを減らし
農家の所得向上に期待農家の所得向上に期待

「
石
神
の
丘
」
舞
台
に
新
展
開

「
美
食
菜
工
房
」プロジェ
クトト

〝

〞は
「
野
菜
の
加
工

に
よ
る
高
付
加
価
値
化
」

ご
当
地
商
品
の
開
発
と

ブ
ラ
ン
ド
化
で
活
性
化

い
わ
て
ま
ち
石
神
の
丘

い
わ
て
ま
ち
石
神
の
丘㊤道の駅「石神の丘」の一角に

工房を整備し、パウダー製造ス
タッフを配置　㊨野菜の栄養
価などを保ち乾燥する「遠赤
外線低温フーズドライヤー」

新発売新発売
ベジパウダー

同時同時
発売発売ご当地商品ご当地商品

ベジパウダーベベベベベベベジジジジジジジジジジジジジジパパパパパパウウウウウウウウウウダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーー使用使用



平成 25 年６月１日広報いわてまちNo.648 ／ 45 ／平成 25 年６月１日広報いわてまちNo.648

消防行政に尽力消防行政に尽力

佐
さ さ き

々木 昭
しょうこ う

光 さん（66）
＝新町＝

　

２
０
１
３
年
春
の
叙
勲
受
章
者

は
４
月
29
日
、
政
府
か
ら
発
表
さ

れ
、
公
務
や
公
共
的
な
業
務
で
功

労
の
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
瑞
宝

単
光
章
に
元
町
消
防
団
分
団
長
の

佐
々
木
宏
さ
ん
（
75
）
＝
城
山
＝

が
輝
き
ま
し
た
。
佐
々
木
さ
ん
へ

の
叙
勲
伝
達
式
は
５
月
16
日
、
役

場
町
長
室
で
行
わ
れ
、
民
部
田
幾

【略歴】
　昭和29年に沼宮内町消防団に入
団。平成２年から平成５年に退団
するまで第２分団長を務め、火災現
場の消火活動や火災予防活動、消防
施設の整備充実などに貢献した。

瑞
ず い ほ う た ん こ う し ょ う

宝単光章
消防団活動に尽力消防団活動に尽力

叙
勲

【略歴】
　岩手県警察勤務を経て、昭和46年
８月から盛岡地区広域行政事務組
合に在職。平成19年４月からは盛
岡中央消防署岩手分署長を務め、同
20年３月退職。住民の生命と身体、
財産を守る消防業務に精励した。

夫
町
長
か
ら
叙
勲
と
勲
記
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
危
険
な
業
務
に
取
り
組

み
社
会
貢
献
し
た
人
の
功
労
を
た

た
え
る
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
は

４
月
13
日
に
発
表
さ
れ
、
元
消
防

職
員
の
佐
々
木
昭
光
さ
ん
（
66
）

＝
新
町
＝
に
瑞
宝
単
光
章
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

瑞宝単光章

佐
さ さ き

々木 宏
ひろし

 さん（75）
＝城山＝ た

ゆ
ま
ぬ
努
力
に
光

春の叙勲

危険業務従事者叙勲

日
午前10時30分午前10時30分
　　　～午後３時　　　～午後３時

「山見の里大町商店街」特設会場

委嘱を受けた相談員の皆さん。写真左から、山形幸一さん（55）＝
柳橋、杣直晃さん（56）＝下愛宕下、遠藤清文さん（64）＝下黒内、
滝本茂さん（55）＝雪浦＝。ほか外川満雄さん（60）＝駅通＝

十和田バラ焼き十和田バラ焼き
ゼミナールゼミナール

やきそばのまちやきそばのまち
黒石会黒石会

「大曲の納豆汁」「大曲の納豆汁」
旨めもの研究会旨めもの研究会

本荘ハムフライ本荘ハムフライ
・ハム民の会・ハム民の会

北上コロッケ北上コロッケ
暖 会暖 会 久慈まめぶ部屋久慈まめぶ部屋

いちのせきハラミ焼いちのせきハラミ焼
なじょったべ隊なじょったべ隊

いわてまちいわてまち
焼きうどん連合歓隊焼きうどん連合歓隊

ご当地グルメ
11団体が大集合！

青森青森 青森青森

秋田秋田 秋田秋田

岩手岩手 岩手岩手

岩手岩手 岩手岩手

Ｂ-

１
グ
ラ
ン
プ
リ

殿
堂
入
り
３
団
体

 いわてまちキャベツマン食堂実行委員会事務局
　 役場企画商工課内 62-2111 内線 212

いわて
春みどり春みどり
即売会即売会

てててわてわわわいわいいいいいわて
特産特産キャ

ベツ

通行止めにご協力ください通行止めにご協力ください
区間：岩手銀行沼宮内支店前信号から外山商店
時間：午前９時～午後４時

××

５
氏
に
委
嘱
状
を
交
付
「
町
自
衛
官
募
集
相
談
員
」

５
氏
に
委
嘱
状
を
交
付
「
町
自
衛
官
募
集
相
談
員
」

　

町
と
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部

（
竹
丸
道
雄
本
部
長
）
は
５
月
22
日
、

自
衛
官
を
志
す
若
者
に
対
す
る
情
報

提
供
や
自
衛
隊
の
広
報
活
動
を
行
う

町
自
衛
官
募
集
相
談
員
に
委
嘱
状
を

交
付
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
５
人
の
相
談
員
の
う
ち

４
人
と
民
部
田
町
長
、
竹
丸
本
部
長

ら
が
出
席
。
民
部
田
町
長
は
「
自
衛

官
の
震
災
対
応
に
国
民
は
頼
も
し
さ

を
覚
え
ま
し
た
。
今
後
も
多
く
の
若

者
を
自
衛
官
に
導
い
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
委
嘱
状
を
交
付
し

ま
し
た
。
同
相
談
員
の
任
期
は
平
成

25
年
５
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
４
月

30
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

八戸せんべい汁研究所八戸せんべい汁研究所

甲府鳥もつ煮で甲府鳥もつ煮で
みなさんの縁をとりもつ隊みなさんの縁をとりもつ隊

横手やきそばサンライ’Ｓ横手やきそばサンライ’Ｓ

青森青森

秋田秋田

山梨山梨

キャベツマン食堂キャベツマン食堂
いわてまちいわてまち

７７月月７７日日

20132013

地
方
の
発
展
に
意
欲

地
方
の
発
展
に
意
欲

　

県
内
す
べ
て
の
20
町
村
で
構
成
さ

れ
る
地
方
自
治
の
振
興
・
発
展
の
た

め
の
連
携
組
織
「
岩
手
県
町
村
会
」

の
会
長
に
民
部
田
幾
夫
町
長
（
59
）

が
就
任
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
５
月
17
日
、
盛
岡
市
で
開

い
た
臨
時
総
会
で
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
を
行
い
、
４
期
８
年
務
め

た
稲
葉
暉
一
戸
町
長
に
代
わ
る
新
会

長
に
、
民
部
田
町
長
を
選
出
し
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
25
年
５
月
23
日
か

ら
平
成
27
年
５
月
22
日
ま
で
の
２
年

間
で
す
。
民
部
田
町
長
は
「
岩
手
町

を
含
め
た
地
方
自
治
の
健
全
な
発
展

の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
」
と
意
欲
を
示
し
ま
す
。

県町村会の県町村会の
新会長に就任新会長に就任
民部田 幾夫 町長民部田 幾夫 町長
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説
を
演
じ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
千
葉
さ
ん
の
語

り
や
出
演
者
の
迫
真
の
演
技
、
挿

入
歌
を
歌
う
童
謡
を
歌
う
会
の
歌

声
な
ど
を
目
を
輝
か
せ
て
鑑
賞
。

６
年
の
三
浦
大
知
君
は
、「
伝
説

は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
劇
で
見

た
の
は
初
め
て
で
し
た
。
あ
ら
た

め
て
沼
宮
内
の
地
域
の
一
員
と
し

て
山
見
の
行
事
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
感
想

を
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
に
は
伝
説
で
大
蛇

を
鎮
め
た
と
さ
れ
る
旧
暦
の
３
月

16
日
、
里
山
か
ら
町
を
眺
め
な
が

ら
ご
ち
そ
う
を
食
べ
る
「
山
見
」

の
風
習
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
習
わ

し
を
伝
え
よ
う
と
大
町
商
店
会
４

店
の
協
力
で
、
い
な
り
ず
し
や
か

　

地
域
に
伝
わ
る
伝
説
や
風
習

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
よ
う

と
沼
宮
内
公
民
館
と
沼
宮
内

小
（
浅
野
尚
之
校
長
、
児
童

３
１
０
人
）
は
４
月
25
日
、
同

小
で
沼
宮
内
山
見
交
流
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
交
流
会
に
は
、

同
小
の
全
校
児
童
と
地
域
の
人

な
ど
約
４
０
０
人
が
参
加
。
寸

劇
や
児
童
の
発
表
が
行
わ
れ
、

郷
土
愛
を
育
む
交
流
が
深
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

寸
劇
で
は
、
監
督
・
脚
本
・

語
り
を
務
め
た
千
葉
美
保
子
さ

ん
（
83
）
＝
上
大
町
＝
の
呼
び

掛
け
に
応
じ
た
町
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
な
ど
の
有

志
が
「
劇
団
山
見
」
と
し
て
重

ね
た
稽
古
の
成
果
を
披
露
。「
村

を
沼
に
変
え
て
住
み
着
い
た
大

蛇
に
い
け
に
え
を
出
す
際
、
名

乗
り
出
た
寄よ

り
じ
ゅ
ひ
め

寿
姫
が
お
経
を
唱

え
て
大
蛇
を
鎮
め
る
と
、
村
は

平
和
に
な
り
地
名
を
沼
宮
内
に

改
め
た
」
と
さ
れ
る
沼
宮
内
伝

地
域
の
習
わ
し
次
世
代
へ

地
域
の
習
わ
し
次
世
代
へ

沼
宮
内
伝
説
の
寸
劇
披
露

沼
宮
内
伝
説
の
寸
劇
披
露

沼
宮
内
山
見
交
流
会

ど（
に
し
ん
）

な
ど
が
入
っ

た
、
特
製
の

山
見
弁
当
が

販
売
さ
れ
ま

し
た
。

出■メニュー

ご
利
用
く
だ
さ
い

■「
出
前
講
座
」と
は

　
「
出
前
講
座
」は
、町
の
仕
事
な
ど

を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、地

域
活
動
や
日
常
生
活
に
役
立
て
て

い
た
だ
け
る
よ
う
町
が
開
講
す
る

も
の
で
、町
内
の
団
体
な
ど
の
集
ま

り
に
町
職
員
な
ど
を
講
師
と
し
て

派
遣
し
ま
す
。
昨
年
度
は
37
講
座

を
開
講
。
述
べ
92
回
、２
４
０
５
人

の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
本
年
度

は
新
た
に
２
講
座
が
増
え
、充
実
の

39
講
座
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
に
必
要
な
要
件

①
10
人
以
上
が
参
加
す
る
集
ま
り

の
場

②
会
場
の
確
保（
公
民
館
や
集
会

所
）

※
会
場
費
な
ど
の
費
用
は
利
用
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

事
前
に
日
程
や
内
容
を
町
教
育

委
員
会
に
確
認
の
上
、「
岩
手
町
出

前
講
座
利
用
申
込
書
」を
、集
ま
り

を
行
う
２
週
間
前
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、講
師
料
は

無
料
で
す
。
講
師
の
派
遣
は
、午

前
９
時
〜
午
後
９
時
の
間
の
２
時

間
以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。
集
会

な
ど
の
運
営
は
、主
催
者（
出
前
講

座
の
利
用
者
）が
責
任
を
持
っ
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会

教
育
係

62
‐
２
１
１
１　

内
線

３
４
３
、３
４
４

座
講
前

大蛇を鎮めた寄寿姫を迎えて盛大に祝宴が開かれ、長者が大蛇を鎮めた寄寿姫を迎えて盛大に祝宴が開かれ、長者が
「この地を沼宮内と改めよう！」と宣言するラストシーン「この地を沼宮内と改めよう！」と宣言するラストシーン

寸劇の監督・脚本・語り
を務めた千葉美保子さん

寄寿姫がお経を唱え、恐
ろしい大蛇を鎮める場面

沼宮内伝説の寸劇に
見入る地域の皆さん

「沼宮内を守った寄寿姫のお話を
忘れません」と呼び掛ける４年生

今も沼宮内を見守るか今も沼宮内を見守るか
のような姿の寄寿姫像のような姿の寄寿姫像
（街の駅「よりーじゅ」）（街の駅「よりーじゅ」）

挿入歌で寸劇の各場面を盛り
上げる「童謡を歌う会」の皆さん

特製山見弁当

ジャンル № メニュー名 内　　　　　　　容

健
康
・
運
動

1 健康運動講座 どこでも、手軽に楽しめる運動を紹介

2 認知症について 認知症とは

3 健康づくりについて　その１ 生活習慣病予防のための暮らし方

4 健康づくりについて　その２ 心の健康（うつ、自殺予防など）

5 健康づくりについて　その３ 検診の重要性

6 おもしろニュースポーツ体験講座【集会所編】 囲碁ボール、ペタンク、ビーンボウリング

7 おもしろニュースポーツ体験講座【体育館編】 ドッチビー、ソフトバレー、キンボールなど

8 おもしろニュースポーツ体験講座【広場編】 グラウンドゴルフ、スナッグゴルフなど

地
域
安
全
・
地
域
づ
く
り

9 消費生活講座 悪質商法や振り込め詐欺などの手口やその対応
などについて

10 交通安全教室 交通安全や交通ルールなどについて

11 自主防災組織の活用 自主防災組織の必要性やその活用

12 応急手当教室 心肺蘇生法とAEDの使用方法　※

13 火災予防教室 火災の発生原因とその予防対策・住宅用火災警
報器の設置などについて　※

14 男女共同参画社会ってどんな社会？ 身近なテーマから考える男女共同参画社会

15「家族経営協定」のすすめ 「家族経営協定」とは？何のために結ぶの？

環　
　
　

境

16 新エネルギーってどんなエネルギー？ 化石燃料に代わる「新エネルギー」の種類や適性、
導入の課題などについて

17 ごみの分け方・出し方 ごみの分別に関する講話

18 水道水のはなし 飲み水が出来るまで（浄水場見学可）

19 汚水処理のはなし 浄化処理について（浄化センター見学可）

20 トイレの水洗化について 水洗化の利点や費用など、疑問にお答えします

21 上下水道料金のはなし メーター表示の見方、使用水量のお知らせの見
方、漏水の判定などを説明

22 本当は怖い狂犬病 町の狂犬病事業の説明

法
・
制
度
解
説

23 知って安心　健康保険制度 国民健康保険・後期高齢者医療・町国保経営改
革アクションプランの概要を説明

24 介護保険制度について 介護保険制度のあらましを紹介

25 障害者自立支援法について 障害者自立支援法に基づくサービスの利用方法

26 子育て支援講座 町の子育て支援制度のあらましを紹介

27 戸籍のあらまし 戸籍の移り変わりやしくみを紹介

28 自分でやってみよう確定申告 確定申告に必要な書類の準備から、申告書の書
き方、計算方法、そして提出までの一連を説明

29 農地の貸借や移譲・転用について 農地の売買や贈与、貸借のほか、農地を農地以
外にする場合の申請の仕方を説明

町
の
す
が
た

30 ふるさと岩手町ってこんなまち 知っているようで知らない町の姿を紹介

31 いわてまち４つの駅構想 いわて沼宮内駅を基点とした４つの駅構想のあ
らましを紹介

32 みんなで「キャベタリアン宣言」 町が誇るキャベツ産地の歴史、関連する特産品
開発の取り組みを説明

33 岩手町の歴史講座 町の歴史と文化財のあらまし

役
場
の
仕
事

34 やくばのしくみ 役場の組織構成や担当部署などを紹介

35 町の財政状況について 町の財政事情や財政比較分析など

36 作ってみよう地域の広報紙 広報紙作成のノウハウ

37 町議会の仕組みと役割 町議会のしくみや役割など分かりやすく説明

38 町の「監査制度」 監査制度の概要や町の監査業務について

39 岩手町の小中学校の教育 町立小中学校の学校教育のあらまし
※出前講座の人数や時間の基準によらず、直接、消防署岩手分署に講習を申し込むことができます。
　  消防署岩手分署 62-6119
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用紙を変更しました

投
稿
方
法
な
ど
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よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
、住
民
と
行
政
の
地

道
な｢

対
話｣

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本
年
度
も
、町
の

皆
さ
ん
と
行
政
と
の
大
切
な
対
話
の
場｢

町
長
直
通

便｣

を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
行
政
に
対
し
て
普

段
感
じ
て
い
る
こ
と
を
質
問
や
意
見
と
し
て
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

 

役
場
企
画
商
工
課
企
画
広
報
係

62
‐
２
１
１
１
内
線
２
１
６

町
長
直
通
便

 

①
住
所
・
氏
名
を
お
忘
れ
な
く

　
「
町
長
直
通
便
」の
用
紙
は
、６
月
と
12
月
に

全
戸
配
布
し
ま
す
。
町
政
に
関
す
る
意
見
や
要

望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、そ
の
内
容
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
無
記
名
の「
声
」も
町
政
運
営

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
し
か
し
、

質
問
や
意
見
に
直
接
答
え
る
と
い
っ
た
皆
さ
ん

と
の「
対
話
」も
大
切
で
す
。お
互
い
が「
言
い
っ

ぱ
な
し
」に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、住
所
や
名

前
、電
話
番
号
な
ど
は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

 

②
の
り
付
け
し
て
封
書
に

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
、本
年
度
か
ら

「
町
長
直
通
便
」の
用
紙
を
変
更
し
、は
が
き
か

ら
封
書
に
し
ま
し
た
。
の
り
付
け
し
て
い
た
だ

く
と
封
書
に
な
り
ま
す
。

 

③
切
手
を
貼
ら
ず
に
投
函

　

料
金
受
取
人
払
郵
便
の
た
め
、切
手
は
貼
ら

ず
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
本
年
度
配
布
す
る

用
紙
は
、来
年
６
月
30
日
ま
で
有
効
で
す
。

 

④
本
人
へ
、文
書
で
回
答
し
ま
す

　

提
言
い
た
だ
い
た
内
容
は
、町
長
を
は
じ
め

担
当
各
課
で
内
容
を
検
討
し
、本
人
あ
て
に
文

書
で
回
答
し
ま
す
。
ま
た
、皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
な
ど
は
、「
広
報
い
わ
て

ま
ち
」な
ど
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
な
た
の

あ
な
た
の

ま
ち
づ
く
り
へ

ま
ち
づ
く
り
へ

　これまで「町長直通便」の用紙は、切り取る
と「はがき」になるものを使用していましたが、
「書いた内容を第三者に見られたくない」、「書
き込む欄が狭い」などといった意見が寄せられ
ていたため本年度、用紙を変更しました。
　新しい用紙はＡ４判の大きさで、意見や質問
などを書き込むスペースはこれまでと比べ約３
倍に広くなったほか、切り取る必要はなく、折
り畳み、のり付けすると封書になりますので、
プライバシーにも配慮されています。
　なお、お急ぎの質問などは用紙によらず、電
話などでお気軽に問い合わせください。

　

農
業
が
活
性
化
す
る
方
法
を
提

案
し
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
食
品

加
工
に
よ
り
生
産
ロ
ス
、
保
存
期

間
確
保
（
規
格
外
の
野
菜
を
加
工

し
生
産
ロ
ス
低
減
）
と
直
接
販
売

に
よ
る
中
間
費
用
ロ
ス
低
減
で

す
。
農
業
も
会
社
的
に
生
産
か
ら

販
売
ま
で
大
型
化
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
が
、
個
人
的
な
対

応
は
難
し
く
、
行
政
の
支
援
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。　

40
代
男
性

　

本
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
、
地
域
特
性
を
活

か
し
た
水
稲
・
園
芸
・
畜
産
・
葉

た
ば
こ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
「
岩

手
町
型
農
業
」
を
進
め
な
が
ら
、

着
実
に
成
果
を
挙
げ
て
参
り
ま
し

た
。
一
方
で
は
、
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
く
、
担
い
手
不
足
、

農
産
物
の
価
格
低
迷
な
ど
課
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

提
言
い
た
だ
い
た
食
品
加
工
に

よ
る
生
産
ロ
ス
低
減
、
保
存
期
間

確
保
、
直
接
販
売
に
よ
る
ロ
ス
低

減
に
つ
い
て
は
、
本
町
が
現
在
取

り
組
ん
で
い
る
主
な
も
の
と
し
て
、

道
の
駅
「
石
神
の
丘
」
に
あ
る
産

地
直
売
施
設
に
お
け
る
、
規
格
外

を
含
む
野
菜
の
直
接
販
売
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
昨
今
で
は
、
県
内

の
野
菜
加
工
業
者
と
連
携
し
た
規

格
外
野
菜
の
取
引
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
農
家
が
安
心
し
て
経
営

を
継
続
で
き
る
よ
う
、
農
家
所
得

道路などの整備　　　　　　　　5件
産業の振興　　　　　　　　　　3件
学校教育・社会教育の振興　　　6件
安全・安心な生活環境づくり　　1件
快適な生活空間づくり　　　　　3件
健康・福祉・医療の充実 　　　  2件
その他　　　　　　　　　　 　 7件
　　　　　　　　　　　　 計27件

平成24年度に寄せられた内容と件数

声

農
業
活
性
化
の
提
案

農
業
活
性
化
の
提
案

生
産
ロ
ス
の
低
減

生
産
ロ
ス
の
低
減

　

11
月
か
ら
図
書
館
の
開
館
時
間

が
、
土
・
日
・
祝
日
は
午
後
５
時

ま
で
に
な
り
、
仕
事
を
し
て
い
る

者
と
し
て
は
大
変
利
用
し
づ
ら
く

り
ま
し
た
。
返
却
ボ
ッ
ク
ス
は
あ

り
ま
す
が
、
借
り
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
図
書
館
を
利
用
し
て
子

ど
も
の
教
育
に
役
立
て
た
い
と

思
っ
て
い
る
親
も
多
く
い
る
と
思

い
ま
す
。
開
館
時
間
の
見
直
し
を

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　

無
記
名

　
こ
れ
ま
で
町
図
書
館
は
、
平
日
は

午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
、土・

日
・
祝
日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
し
た
。
昨
年

７
月
か
ら
10
月
ま
で
夏
季
の
間
は
、

土
・
日
・
祝
日
も
午
後
６
時
ま
で
の

開
館
と
し
ま
し
た
が
、
冬
季
は
光
熱

水
費
の
関
係
な
ど
の
た
め
11
月
か

ら
土
・
日
・
祝
日
の
開
館
時
間
を
午

後
５
時
ま
で
に
戻
し
て
い
ま
し
た
。

　
ご
意
見
を
受
け
、
図
書
館
の
運
営

委
託
先
で
あ
る
町
国
際
交
流
協
会

と
協
議
・
連
携
し
、
12
月
か
ら
は
曜

日
に
か
か
わ
ら
ず
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
し
や
す
く
な
っ
た
町
図
書

館
を
ぜ
ひ
、
活
用
く
だ
さ
い
。

※
無
記
名
の
た
め
、
本
人
に
は
回

答
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

　

先
日
役
場
に
伺
っ
た
際
、
私
が

窓
口
に
立
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
職
員
は
気
に
掛
け
る
様
子

は
な
く
、
黙
々
と
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
５
分
ほ
ど

待
っ
た
の
で
す
が
、
声
を
掛
け
る

職
員
は
い
な
く
、
自
分
か
ら
声
を

掛
け
手
続
き
を
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
職
員
の
対
応
を
不
愉
快
に

感
じ
ま
し
た
。　
　
　

20
代
女
性

　

こ
の
度
は
、
職
員
の
対
応
に
不

快
な
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
に
、
心

か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
町
の
施
策
の
推
進
と
同
様

に
、
職
員
の
接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上
に

力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
マ
ナ
ー
の
手
引
き
を
作
り
全
職

員
に
配
布
す
る
ほ
か
、
職
員
研
修
を

何
度
も
実
施
す
る
な
ど
、
き
め
細
か

な
対
応
に
職
場
を
挙
げ
て
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
成
果
と
思
わ
れ
ま
す
が
、「
役
場

が
変
わ
っ
た
」、「
役
場
の
雰
囲
気
が

以
前
に
増
し
て
よ
く
な
っ
た
」
な
ど

の
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
久
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
こ
の
た
び
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
り
、
と
て
も
申
し
訳
な
く
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
さ
ら
に
注
意

を
喚
起
し
、
職
員
一
人
一
人
が
接
遇

の
大
切
さ
を
深
く
意
識
し
、
実
践
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上
は
、

職
員
に
と
っ
て
尽
き
る
こ
と
の
な

い
課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、遠
慮
な
く
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

さまざまな種類の蔵書を備え貸し出す町
図書館の開館時間は午前９時～午後６時

答

産
地
直
売
施
設
や

産
地
直
売
施
設
や

加
工
業
者
と
連
携

加
工
業
者
と
連
携

　

平
成
24
年
度
は
、延
べ
25
通
、

27
項
目
の
質
問
や
意
見
が
寄
せ

ら
れ
、そ
の
内
容
は
、生
活
に
身

近
な
事
柄
か
ら
産
業
、福
祉
ま
で

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、寄
せ
ら
れ
た
主
な

内
容
と
回
答
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。
な
お
、紙
面
ス
ペ
ー
ス
の

都
合
上
、実
際
の
文
章
表
現
や
回

答
を
一
部
変
更
、簡
略
化
し
て
い

ま
す
。

声

図
書
館
の
開
館
時
間

図
書
館
の
開
館
時
間

見
直
し
を

見
直
し
を

答

平
日
、休
日
と
も
午

平
日
、休
日
と
も
午

前
９
時
〜
午
後
６
時

前
９
時
〜
午
後
６
時

問

町
職
員
の
対
応
を

町
職
員
の
対
応
を

不
愉
快
に
感
じ
た

不
愉
快
に
感
じ
た

答

尽
き
な
い
課
題

尽
き
な
い
課
題

さ
ら
に
注
意
喚
起
を

さ
ら
に
注
意
喚
起
を

の
向
上
と
農
業
の
活
性
化
の
た
め

積
極
的
に
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

※
本
紙
２
‐
３
㌻
で
紹
介
す
る
「
美

食
菜
工
房
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

町
産
野
菜
の
加
工
に
よ
る
高
付
加

価
値
化
を
進
め
、
農
家
の
所
得
向

上
を
図
る
新
た
な
取
り
組
み
で
す
。
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

No.286

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線217］まで

Topics01

高
齢
者
と
園
児
が
世
代
間
交
流

川
口
保
育
所
の
な
か
よ
し
菜
園

Topics02

No.286

みんなと集まると楽しい
志
し だ

田 洋
よ う こ

子 さん（81）=上愛宕下=

いつか
どこかで

展
覧
会
を
前
に
浮
島
小
に
来
校

中
国
人
水
墨
画
家
の
王お

う

す

こ

う

子
江
氏

　

石
神
の
丘
美
術
館
で
展
覧
会
を

開
く
中
国
人
水
墨
画
家
の
王
子
江

氏（
55
）が
５
月
10
日
、浮
島
小（
沢

田
晶
子
校
長
、児
童
13
人
）を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

25
年
前
に
来
日
以
来
、日
本
で
活

動
す
る
王
氏
は
、す
ら
す
ら
と
日
本

語
を
話
し
、「
祖
父
も
父
も
水
墨
画

家
。
私
は
、水
墨
画
を
学
び
な
が
ら
、

洋
画
の
デ
ッ
サ
ン
や
水
彩
画
も
学

び
ま
し
た
」と
自
己
紹
介
。ま
た
、「
筆

全
体
を
使
っ
て
、墨
の
濃
淡
や
線
の

太
さ
の
変
化
で
描
く
」な
ど
と
水
墨

画
の
特
徴
を
話
し
な
が
ら
、児
童
た

　

川
口
保
育
所（
南
舘
ル
イ
子
所

長
、児
童
１
０
４
人
）は
５
月
15

日
、老
人
ク
ラ
ブ
川
口
高
砂
会
連

合
会（
藤
原
正
男
会
長
、１
０
８

人
）の
協
力
を
得
て
園
庭
内
の「
な

か
よ
し
菜
園
」に
野
菜
な
ど
の
苗

植
え
を
行
い
、世
代
間
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、す
い
か
組（
５
歳
児
）

と
み
か
ん
組（
４
歳
児
）の
児
童
約

40
人
、高
砂
会
連
合
会
か
ら
７
人

が
参
加
。
カ
ボ
チ
ャ
や
ス
イ
カ
、

キ
ュ
ウ
リ
、ト
マ
ト
な
ど
の
苗
、ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
な
ど
、11
種
類

の
作
物
を
植
え
ま
し
た
。
お
じ
い

さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
キ
ュ
ウ
リ
の

苗
を
植
え
た
す
い
か
組
の
畠
山

結ゆ
う
と人
君
は
、「
全
部
大
き
く
な
れ

ば
い
い
な
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し

た
。
苗
植
え
を
終
え
た
児
童
た
ち

は
、最
後
に
土
を
な
ら
し
て
く
れ

た
高
砂
会
の
皆
さ
ん
に「
が
ん
ば

れ
！
が
ん
ば
れ
！
」と
大
き
な
声

で
応
援
し
た
り
、植
え
た
苗
に「
お

お
き
く
な
ぁ
れ
！
」と
呼
び
掛
け

た
り
と
元
気
い
っ
ぱ
い
。
藤
原
会

長
は「
子
ど
も
た
ち
は
、と
て
も
元

気
が
い
い
で
す
ね
。
パ
ワ
ー
を
も

ら
い
ま
し
た
」と
話
し
、交
流
を
喜

び
ま
し
た
。

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

ひひととままちち

ち
の
目
の
前
で
、竹
や
鳥
、カ
エ
ル

や
魚
な
ど
の
絵
を
描
い
て
見
せ
ま

し
た
。
墨
と
水
を
付
け
た
筆
を
毛

先
か
ら
根
本
ま
で
使
い
、墨
の
濃
淡

だ
け
で
描
く
様
子
に
、松
本
奈
々
さ

ん（
５
年
）は「
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。
一
緒
に
作
品
を
作
る
の
が
楽
し

み
で
す
」と
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

　

水
墨
画
家
王
子
江
展
は
、６
月

８
日（
土
）
〜
７
月
28
日（
日
）、石

神
の
丘
美
術
館
で
開
催
。
王
氏
と

浮
島
小
児
童
が
共
同
制
作
す
る
作

品
も
展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、来

場
く
だ
さ
い
。

①②

③

佐藤裕輔さんの長女

佐
さ と う

藤 碧
あ お い

衣ちゃん（駅通）

優しい子になってね

沢田敦さんの次女

沢
さ わ だ

田 慈
ち か こ

子ちゃん（上町）

元気で優しい子に
なってね

１歳児健診に来てくれた
お子さんのかわいい笑顔
を紹介します。

ススママ
イイルル

ベベ

イイビビ　ー

ズズ

　「寝たきりになりたくないと思い、頑張りましたよ」と話す洋子さんは一昨年、
自転車で転倒し、骨折してしまったそうですが、強い思いを持って過酷なリハビ
リを乗り越えました。今では、公民館の高齢者いきいき学級に参加し、体力測定
を行うほど元気になっています。長年、和裁を仕事にしてきた洋子さん。「留袖
や羽織などを作っていました。自分の思ったとおりにできないときは、納得でき
るまでやり直しました」とこだわりを話します。趣味は、着物のリフォームやパッ
チワーク、木目込み人形、大正琴など多彩。「みんなと集まると楽しいです。それ
と、くよくよしないことが健康の秘訣ですね」と穏やかな笑顔で話します。

高橋明さんの三女

高
たかはし

橋 莉
り こ

子ちゃん（上愛宕下）

最後までがんばる
子になろうね

お子さんの紹介

な ま え　（ 地 区 ）
保護者から一言

①

②

③

④

英語の先生になりたい
　「習っている英語を生かして、将来は英語を教え
る先生になりたいです。優しいけれど、ときには厳
しく指導できる先生になり、英語を覚えて活躍する
生徒を育てたい」と話す杏奈さん。2年生のときか
ら英会話教室に通い、「最初は分からなかった言葉
も、だんだんとすらすら話せるようになって楽しい」
と英語に親しんでいます。学校では、児童会副会長
として活躍。勉強は、英語と理科、国語が得意で算
数が少し苦手ですが、教科書に赤ペンでチェックす
るなど苦手教科を克服しようと励んでいます。

①②おじいさん、おばあさんと一緒に苗植え③高砂
会の皆さんへ「がんばれ！がんばれ！」の大声援④植
えた作物には、「おおきくなぁれ！」とパワーを注入

松山良介さんの長女

松
まつやま

山 心
こ こ ね

音ちゃん（新愛宕下）

健康で思いやりの
ある子に育ってね

佐々木仁さんの長女

佐
さ さ き

々木 愛
み お ん

桜ちゃん（水堀）

元気いっぱい大きく
育ってね

①筆の使い方を説明する王氏②③
さまざまな鳥を描く王氏と瞬く間
に出来上がる絵に感激する児童たち

佐
さ と う

藤 杏
あ ん な

奈さん （一方井小５年）
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元
施
設
で
地
区
民
交
流

○
北
緯

○
北
緯
4040
度
公
園
花
ま
つ
り

度
公
園
花
ま
つ
り

好天に恵まれた会場で花見と民謡ショーを楽しむ参加者たち

地

▼2013.05.12

し
い
英
語
教
室
が
開
始

○
英
会
話
教
室
開
講

○
英
会
話
教
室
開
講

北岩手安全運転管理者等事業主会からは啓発用看板を交付

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
町
国
際
交
流
協
会（
坂
井
博
毅

理
事
長
）主
催
の
英
会
話
教
室
は
５
月
16
日
、ゆ

は
ず
交
流
館
で
開
講
式
を
行
い
、本
年
度
の
教

室
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
教
室
は
、町
内
の

小
中
学
校
で
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）を
務

め
る
マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ー
ル
ハ
ウ
ス
さ
ん（
30
）＝

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
＝
と
ケ
イ
ト
・
オ
メ
ー

ラ
さ
ん（
28
）＝
同
＝
が
講
師
。
毎
週
木
曜
午
後

７
時
か
ら
日
常
英
会
話
と
親
子
英
会
話
の
２
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
同
館
で
開
か
れ
ま
す
。
途
中
参

加
も
可
能
で
す
。　

 

町
国
際
交
流
協
会
事

務
局（
町
図
書
館
内
）　
62
‐
２
８
７
７

楽
▼2013.05.16

　

町
と
岩
手
警
察
署（
岩
沢
嘉
彦
署
長
）、北
岩

手
交
通
安
全
協
会（
杣
沢
徳
宣
会
長
）な
ど
は
４

月
24
日
、自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
モ
デ
ル
校
に

沼
宮
内
中
を
指
定
し
、指
定
書
な
ど
を
交
付
し

ま
し
た
。
ま
た
、同
時
に
自
転
車
盗
難
防
止
モ

デ
ル
校
に
も
指
定
。
町
防
犯
協
会（
松
本
源
治

会
長
）か
ら
全
校
生
徒
分
の
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ッ
ク

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
指
定
書
を
受
け
取
っ
た
生

徒
会
長
の
柴
田
芽
衣
さ
ん（
３
年
）は
、「
モ
デ

ル
校
と
し
て
自
覚
を
持
ち
、全
校
生
徒
で
交
通

マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
守
り
、安
全
に
走
行
す
る

こ
と
を
約
束
し
ま
す
」と
誓
い
ま
し
た
。

○
沼
宮
内
中
を
モ
デ
ル
校
に
指
定

○
沼
宮
内
中
を
モ
デ
ル
校
に
指
定

自

ケイトさん㊨と自己紹介し合う親子英会話クラスの参加者たち

　
ふ
る
さ
と
の
文
化
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
町

図
書
館
の
企
画
展
に
合
わ
せ
、教
育
長
講
演
会

が
５
月
11
日
、ゆ
は
ず
交
流
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、町
民
や
教
育
関
係
者
な
ど
約
50

人
が
参
加
。
昨
年
11
月
に
就
任
し
た
平
沢
勝
郎

町
教
育
長
が
、町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
教
育
・
哲

学
者
森
信
三
氏
の
言
葉
を
紹
介
し
な
が
ら
、教

育
や
し
つ
け
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
平
沢

教
育
長
は「
今
の
町
が
あ
る
の
は
、先
祖
や
先
輩

の
お
か
げ
。町
に
は
豊
か
な
文
化
が
既
に
あ
り
、

そ
れ
を
い
か
に
伝
え
て
い
く
か
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。 ○

教
育
長
講
演
会

○
教
育
長
講
演
会

豊

子どものしつけや学校教育に熱弁を振るう平沢勝郎教育長

▼2013.05.11

か
な
文
化
を
伝
え
よ
う

▼2013.04.24

　

川
原
木
自
治
振
興
会（
民
部
田
幸
夫
会
長
）

は
５
月
12
日
、「
北
緯
40
度
公
園
花
ま
つ
り
」

を
同
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、川
原

木
地
区
の
皆
さ
ん
や
介
護
施
設「
和な
ご

や
家か

」の

利
用
者
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
。
桜
が
見

ご
ろ
を
迎
え
た
会
場
で
は
、民
謡
シ
ョ
ー
や
抽

選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、参
加
者
は
焼
き
肉
を
楽

し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
民
部
田

会
長
は「
地
元
の
施
設
を
使
っ
た
自
主
的
な
イ

ベ
ン
ト
開
催
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
他
の
地
区
に
も
波
及
し
町
全
体
が

元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

転
車
マ
ナ
ー
の
模
範
に

日本代表コーチに学ぶ
○町小学生ホッケー教室 ▼2013.05.12

　町小学生ホッケー教室（町体育協会・町ホッケー協会主
催）は5月12日、町ホッケー場で開かれました。当日は、水
堀・沼宮内、川口、久保・一方井の各ホッケースポーツ少
年団員のほか、スポ少に所属していない一般参加の児童な
ど1年生から6年生までの小学生約60人が参加。前男子日
本代表コーチの山中学さん（44）＝名古屋市在住、葉の木出
身＝から指導を受け、ドリブルやシュートなどホッケーの
基礎技術を学びました。指導を受けた川口ホッケースポ
少6年の村山萌さんは、「基礎を見直せた。ドリブルなど
をもっと練習して、全国大会出場を目指して頑張りたい」
と意気込み、一般参加の民部田大

だ い じ

志君（水堀小3年）は、「み
んなと一緒にホッケーができて楽しかった」と体験を喜び
ました。山中さんは「今日の練習だけで劇的に上手になる
ことはありません。それぞれのチームで普段の練習を頑
張ってください」と小学生たちを激励。「今回の教室を刺
激に、この中から五輪選手が生まれてほしいですね」と期
待を込めました。同教室の開催は今回で2年目。本年度は、
秋に第2回目の開催を予定しています。

①前男子日本代表コーチの山中学さん
㊥から指導を受ける児童たち②ドリブ
ルは前を見て！③スティックとボール
に親しむところから始める児童たち

①

② ③

高総体ホッケーほか各種大会結果
○記録ファイル ▼2013.04 ～ 05

◆第33回ＩＢＣ杯ホッケー大会（町ホッケー場）
◇高校の部（4月20日）　▼男子①沼宮内②不来方③築
館（宮城）　▼女子①今市（栃木）②沼宮内③築館
◇中学校の部（4月27日）　▼男子①沼宮内②栗原西（宮
城）③川口　▼女子①堀口・三沢一（青森）②川口③沼宮内
◆第67回盛岡市内一周継走（4月21日、盛岡市内）　▼中学
校男子　82位 川口　83位 沼宮内　99位 一方井　111位東部
　▼中学校女子　67位 一方井　87位 沼宮内　96位 川口

◆第18回角館Jr．カップ
サッカー大会（4月28日、
秋田県仙北市）　優勝　ゆ
はずＦＣフィゼンツ＝左写
真＝

◆高松宮賜杯軟式野球大会（1部）岩手北予選（5月5日、
町野球場）　①サンデーズ（八幡平市）　②町野球協会Ｂ級
◆第16回県スポーツ少年団空手道大会（5月6日、盛岡市）
▼小学５年女子個人形　第2位　本田純

あ や み

美=箱石道場、下町=
◆高円宮賜杯全日本学童軟式野球大会マクドナルド・

トーナメント岩手北予選（5月11日、町野球場）　①岩手
野球スポ少　②葛巻タイガース
◆全日本少年軟式野球大会町予選（5月25日、町野球場）
①沼宮内中　②川口クラブ　③一方井・葛巻中
【第65回県高校総合体育大会】
◆ホッケー競技（5月25日、町ホッケー場）
▼男子　沼宮内１－０不来方　▼女子　沼宮内４－０不来方

◆自転車競技（5月25日、紫波町）　◇男子トラックレー
サー　▼1000㍍タイムトライアル　第１位　三浦元

は る ひ

緋＝
盛岡農高３年、下浮島＝　▼スプリント　第２位　三浦元緋
◆弓道競技（5月25日、盛岡市）　▼女子個人　第１位　
中沢琴

こ と の

乃＝不来方高3年、江刈内＝
◆陸上競技（5月27日、盛岡市）　▼男子三段跳び　第1
位　志田嶺

れ い や

也＝一関高専3年、新愛宕下＝

接戦を制し東北予選へ駒を進
めた沼宮内高男子ホッケー部

13人で全国制覇を目指す
沼宮内高女子ホッケー部
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「
噛か

ミ
ン
グ
３さ

ん
ま
る０
」は
、一
口
30
回

以
上
か
む
こ
と
を
意
識
す
る
た
め
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。
今
日
の

食
事
で
、自
分
が
一
口
何
回
か
ん
で

い
る
か
数
え
て
み
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

食
事
や
お
や
つ
に
か
み
応
え
の
あ
る

食
べ
物
を
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
を
機
会
に
日
頃
の
食
べ
方

を
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問い合わせとご相談は役場健康福祉課　健康推進係 62-2111［内線517へ］ 健康・福祉情報文化・情報

No.15

町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。今
月
の
ガ
イ
ド
は
、

佐
藤
良
則
さ
ん（
56
歳
）＝
下
愛
宕
下
＝
で
す
。

静
か
な
森
の
中
の「
田
麦
の
滝
」

野鳥のさえずりを聞きな
がら１時間ほど歩くと約
２㍍の小さな滝㊦に到
着。そこからさらに奥
に進むと約 10 ㍍の大
きな滝㊨が現れます

まちの文芸
町立図書館
62-2877

岩手町観光ボランティアホームページ http://e-iwate.net/

俳
句

川
柳
席
題「
薬
」　

久
慈
正
和　

選

短
歌

【６月の休館日】　毎週月曜日。28日（金）。

新着図書
ジャンル 書　　　名 著　　者

一般向け
小　説 快挙 白石　一文
小　説 月光蝶 月原　渉
実用書 アウトドアキャンプ100の基本 学研パブリッシング

児童向け
読み物 サーカスさっちゃん 藤本　四郎
絵　本 ホーキのララ 貴納　大輔
絵　本 シバ犬のチャイ 長谷川　義史

　雨の多い梅雨の時期、雨音をＢＧＭにじっくり
読書はいかがでしょうか。

図書館の行事　

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇おはなし会◇
【日時】　６月29日（土）午前11時～
【対象】　小学校就学前の親子
　読み聞かせボランティアの『おはなし
☆きらきら☆』によるおはなし会です。

〈
佳
作
〉

脳
味
噌
が
減
る
分
薬
増
え
て
く
る 

　
　

四
日
市
俊
悦

飲
む
日
に
ち
印
を
つ
け
て
飲
み
忘
れ 　
　

土
橋
は
つ
お

回
復
期
な
れ
ば
忘
れ
て
い
る
薬 

　
　

佐
藤　

小
草

〈
秀
逸
〉

癌
病
に
一
生
薬
効
な
き
暮
ら
し 

　
　

菊
池　

一
覚

食
事
ど
き
薬
も
出
番
待
っ
て
い
る 

　
　

柴
田　

満
子

〈
特
選
〉

物
忘
れ
し
な
い
薬
が
欲
し
い
な
ぁ 

　
　

馬
渕　
　

草

祖
父
母
に
は
孫
の
帰
省
は
薬
で
す 

　
　

自　
　
　

句

野
遊
び
の
肌
へ
に
や
さ
し
丘
の
風 

遠
藤　

金
作

濃
淡
の
萌
黄
色
し
て
雑
木
山 

遠
藤　

初
枝

石
神
の
丘
に
悠
々
鯉
の
ぼ
り 

佐
藤　
　

栄

乱
れ
咲
く
辛
夷
の
花
に
飢け

か
つ渇

見
し 

志
田　

悦
朗

流
れ
雲
薄
着
で
き
ず
に
夏
来
た
る 

柴
田　

ヒ
ノ

汚
れ
な
き
大
空
を
置
く
代
田
か
な 

白
井　

梅
子

餅
苗
も
出
揃
ひ
忙
し
き
峡
と
な
る 

田
中　

定
憲

遅
れ
た
る
夏
は
た
た
神
に
急
か
さ
る
る 

山
口　

國
男

長の
ど
か閑
さ
や
古
き
ア
ル
バ
ム
見
て
倦あ

か
ず 

高
橋　

麗
子

歯歯　
「
歯
の
病
気
を
防
ぐ
」

　
　

よ
く
か
む
と
唾
液
が
た

く
さ
ん
出
て
、食
べ
か
す
な
ど
を
洗

い
流
し
た
り
、細
菌
感
染
を
防
い
で

む
し
歯
や
歯
周
病
を
防
ぎ
ま
す

がが　
「
が
ん
を
防
ぐ
」

　
　

唾
液
に
含
ま
れ
る
酵
素

が
、食
品
中
の
発
が
ん
性
を
抑
え
る

働
き
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

い
ー
い
ー　
「
胃
腸
の
働
き
を
促

　

進
」

　

よ
く
噛
む
と
消
化
酵
素
が
た
く
さ

ん
出
て
、消
化
を
助
け
ま
す

ぜぜ　
「
全
身
の
体
力
向
上
と
全

　

力
投
球
」

　
「
こ
こ
一
番
」の
力
が
欲
し
い
と

き
、ぐ
っ
と
力
を
入
れ
て
か
み
し
め

る
丈
夫
な
歯
が
な
け
れ
ば
力
が
出
ま

せ
ん
。
歯
を
食
い
し
ば
る
こ
と
で
、

力
が
湧
き
ま
す

　

口
や
歯
の
健
康
は
私
た
ち
が
健
康

に
生
き
て
い
く
力
を
支
え
る
も
の
で

す
。
口
と
歯
に
は
、か
む
・
食
べ
る
・

味
わ
う
・
話
す
・
呼
吸
す
る
・
表
情

を
作
る
な
ど
、生
き
て
い
く
た
め
に

重
要
な
役
割
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付

き
ま
す
。

　

よ
く
か
む
こ
と
は
、食
べ
物
を
体

に
取
り
入
れ
る
た
め
だ
け
で
な
く
、

脳
の
機
能
か
ら
運
動
機
能
ま
で
全
身

を
活
性
化
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
か
む
こ
と
の
効
果
を
表
し
た

「
ひ
み
こ
の
歯
が
い
ー
ぜ
」と
い
う
標

語
が
あ
り
ま
す
。
現
代
人
の
一
回

の
食
事
で
の
咀そ

し
ゃ
く（
か
む
）回

数
は
、卑ひ

み

こ
弥
呼
が
生
き
た
弥
生
時
代

の
３
９
９
０
回
か
ら
６
２
０
回
へ
と

約
６
分
の
１
に
減
っ
て
い
ま
す
。
玄

米
や
干
物
な
ど
か
み
応
え
の
あ
る
食

べ
物
か
ら
、加
工
技
術
が
進
歩
す
る

ご
と
に
軟
ら
か
い
食
べ
物
が
増
え
、

か
む
回
数
も
減
っ
て
き
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
か
ん
で
食
べ
た
弥
生
時
代
の

人
々
は
、歯
や
歯
ぐ
き
が
健
康
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ひひ　
「
肥
満
を
防
ぐ
」

　
　

よ
く
か
む
こ
と
で
脳
に

あ
る
肥
満
中
枢
が
働
き
、満
腹
感
を

感
じ
、食
べ
過
ぎ
を
防
ぎ
ま
す

みみ　
「
味
覚
の
発
達
」

　
　

よ
く
か
む
と
唾
液
の
分

泌
を
促
し
、食
べ
物
の
味
が
よ
く
分

か
る
よ
う
に
な
り
ま
す

ここ　
「
言
葉
の
発
達
」

　
　

口
の
周
り
の
筋
肉
を
使

う
こ
と
で
、あ
ご
の
発
達
を
助
け
、発

音
が
き
れ
い
に
な
り
、表
情
が
豊
か

に
な
り
ま
す

のの　
「
脳
の
発
達
」

　
　

脳
に
流
れ
る
血
液
量
が

増
え
、酸
素
と
栄
養
を
送
る
た
め
、脳

細
胞
の
働
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
知
育
を
助
け
、高
齢
者
は

認
知
症
の
予
防
に
な
り
ま
す

日
に
い
く
ど
烏
の
子
育
て
眺
め
来
て
夫
は
吾
に

こ
も
ご
も
語
る 

岩
舘　

カ
ツ

遅
き
春　

雨
の
晴
れ
間
に
う
ぐ
い
す
の
初
音
を

聴
き
て
こ
こ
ろ
安
ま
る 

五
十
地
キ
ミ
子

小
一
の
甥
は
育
て
し
あ
さ
が
お
の
種
は
に
か
み

て
我
に
く
れ
た
り 

瀬
川　

浩
美

父
植
ゑ
し
咲
く
や
こ
の
花
梅
の
実
に
主

あ
る
じ

去
り
し

も
満
ち
て
匂
い
る 

高
橋　
　

糸

「
厭
」と
い
ふ
字
に
犬
が
あ
る
ふ
ん
公
害
散
歩
行

き
交
ふ
タ
ン
ポ
ポ
の
道 

佐
藤　

水
魚 ◇チビッコ映画会◇

　

国
道
４
号
か
ら
、県
道
藪
川
川
口
線
を

藪
川
方
面
に
車
で
約
50
分
く
ら
い
走
っ
た

と
こ
ろ
に「
田
麦
」と
い
う
地
名
が
あ
り
ま

す
。（
田
青
木
＝
ア
イ
ヌ
語
で「
森
の
中
の

静
か
な
里
」）。
か
つ
て
こ
こ
は
、数
世
帯
の

民
家
が
あ
り
ま
し
た
が
、過
疎
化
が
進
み
、

今
は
大
自
然
と
野
生
動
物
の
世
界
で
す
。

　

車
か
ら
降
り
て
、ゆ
っ
く
り
歩
く
こ
と

約
１
時
間
の
所
に
大
小
二
つ
の
滝
が
あ
り

ま
す
。
庭
で
遊
ぶ
子
ど
も
の
よ
う
な
高
さ

約
２
㍍
の
小
さ
な
滝
と
、そ
こ
か
ら
さ
ら

に
１
０
０
㍍
く
ら
い
奥
に
あ
る
、子
ど
も

を
見
守
る
母
の
よ
う
な
高
さ
約
10
㍍
の
大

き
な
滝
で
す
。
沢
の
所
々
に
咲
く
さ
ま
ざ

ま
な
野
花
は
疲
れ
を
癒
し
、森
の
中
か
ら

聞
こ
え
る
野
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
は
、「
静

か
な
森
へ
よ
う
こ
そ
」と
来
客
を
迎
え
て

く
れ
る
よ
う
で
す
。

６
月
４
日
か
ら
10
日
は

歯
と
口
の
健
康
週
間
で
す

口
と
歯
の
重
要
な
役
割

【日時】　６月27日（木）午後３時30分～
【対象】　幼児、小学生

「
噛か

ミ
ン
グ
３さ
ん
ま
る０
」

一
口
30
回
の
合
言
葉

よ
く
か
ん
で
健
康
に

今月は佐々木珠里保健師今月は佐々木珠里保健師
からのお便りですからのお便りです

　　役場健康福祉課　健康推進係
　　  62-2111内線513

　町では、歯と食育の健康づくりを推進するイベント
「もりもり食べて歯っぴー・ウェルカム！」を開催し
ます。当日は、特別講演会が開かれるほか、歯と食に
関するさまざまなイベントが行われます。試食やゲー
ム、プレゼントもたくさんあります。皆さんお誘い合
わせの上、ご来場ください。
【日　時】　６月30日（日）午前10時～午後２時
【会　場】　岩手広域交流センター・プラザあい　
【特別講演会】　講師　料理研究家　小野寺恵さん

もりもり
食べて

歯と食育の健康づくりキャンペーン2013

テーマ「子どものやる気を出す朝ごはん」　
☆講師が調理した料理の試食もできます☆　
【食のイベント】　食生活推進員野菜料理レシピ紹介と
試食（２品各200食）／ハツカダイコンの種とポットの
配布（先着150人）／野菜350㌘重さ当てクイズなど
【歯のイベント】　むし歯予防の紙芝居「ライオンの歯
医者さん」／歯科衛生士による歯科相談／ガムをかん
でチェック！あなたのかむ力は大丈夫？／プレゼント
付きアンケートなど

「
ひ
み
こ
の
歯
が
い
ー
ぜ
」

か
む
こ
と
の
８
大
効
果

歯っぴー・ウェルカム！
入場
無料
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【
受
験
資
格
】　

保
険
・
医
療
・
福

祉
分
野
で
業
務
に
従
事
し
た
期

間
が
５
年
以
上
か
つ
実
働
日
数

が
９
０
０
日
以
上（
一
部
10
年

１
８
０
０
日
以
上
）の
実
務
経
験
者

【
受
験
申
込
期
間
】　

６
月
26
日

（
水
）
〜
７
月
16
日（
火
）

【
試
験
案
内（
受
験
申
込
書
）】

　

各
市
町
村
と
広
域
振
興
局（
保

健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
含
む
）の

介
護
保
険
担
当
課
で
配
布
し
ま
す

・
　

い
き
い
き
岩
手
支
援

財
団
総
務
・
健
康
支
援
グ
ル
ー
プ

０
１
９
‐
６
２
６
‐
０
１
９
６

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
、

前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事

業
所
得
、不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林

所
得
の
合
計
額
が
３
０
０
万
円
を

超
え
る
人
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た

記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
、こ
れ

ら
の
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行

う
す
べ
て
の
人（
所
得
税
の
申
告
の

必
要
が
な
い
人
を
含
む
）に
つ
い
て
、

平
成
26
年
１
月
か
ら
同
様
に
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
制

度
や
記
帳
の
内
容
の
詳
細
は
、国

【
資
料
請
求
・    

】　

○
放
送
大
学

岩
手
学
習
セ
ン
タ
ー
（
〒
０
２
０
‐

８
５
５
０
盛
岡
市
上
田
３
‐
18
‐
８
）

０
１
９
‐
６
５
３
‐
７
４
１
４

○
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、各

種
子
育
て
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

講
習
会
開
催
中
は
子
育
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
託
児
を
行
い
ま
す

の
で
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

○「
保
健
講
座
」
〜
お
子
さ
ん
に

合
っ
た
歯
み
が
き
テ
ク
ニ
ッ
ク
〜

【
日
時
】　

６
月
13
日（
木
）午
前
10

時
〜

【
場
所
】　

ゆ
は
ず
交
流
館
２
階
創

作
室

【
講
師
】　

歯
科
衛
生
士

【
費
用
】　

無
料

【
持
ち
物
】　

お
子
さ
ん
の
歯
ブ
ラ

シ
、コ
ッ
プ
、タ
オ
ル

【
定
員
】　

10
組（
先
着
順
）

【
申
込
期
限
】　

６
月
12
日（
水
）

○
と
ん
と
ん
レ
ス
ト
ラ
ン

【
日
時
】　

６
月
20
日（
木
）午
前
11

時
30
分
〜

個
別
相
談

【
相
談
料
】　

無
料

・
　
も
り
お
か
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

０
１
９
‐
６
２
５

‐
８
４
６
０

　

町
体
育
協
会
と
町
テ
ニ
ス
協
会

は
、初
心
者
や
初
・
中
級
者
を
対
象

と
し
た
テ
ニ
ス
教
室
を
開
き
ま
す
。

【
日
程
】　
６
月
19
日（
水
）
〜
７
月

17
日（
水
）の
毎
週
水
曜
日
。
全
５
回

【
時
間
】　

午
後
７
時
〜
午
後
８
時

30
分

【
会
場
】　

町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
参
加
料
】　

５
０
０
円（
保
険
料
、

ボ
ー
ル
代
な
ど
）

【
定
員
】　

20
人（
先
着
順
）

【
講
師
】　

県
テ
ニ
ス
協
会
公
認
指

導
員
、町
テ
ニ
ス
協
会
員
ほ
か

・
　

森
の
ア
リ
ー
ナ

62
‐

４
８
３
５　

　

平
成
25
年
度
県
介
護
支
援
専
門

員
実
務
研
修
受
講
試
験
は
、次
の

と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

【
日
時
】　

10
月
13
日（
日
）午
前
10

時
〜

【
会
場
】　

岩
手
産
業
文
化
セ
ン

タ
ー
・
ア
ピ
オ
、盛
岡
大
学

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.nta.go.jp

）に
掲
載
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、詳
し
く
は
税
務
署
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

盛
岡
税
務
署

０
１
９
‐

６
２
２
‐
６
１
４
１

　

労
働
保
険
料
は
、年
度
当
初
に

概
算
で
保
険
料
を
納
付
し
、翌
年

度
に
確
定
保
険
料
を
計
算
し
、精

算
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
申
告
・
納
付
期
限
は
７

月
10
日（
水
）で
す
。
事
業
主
の
皆

さ
ん
は
期
日
ま
で
に
最
寄
り
の
銀

行
や
郵
便
局
で
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

岩
手
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
室

０
１
９
‐
６
０
４
‐

３
０
０
３

　
「
あ
な
た
こ
そ 

無
事
故
を
担

う 

司
令
塔
」を
推
進
標
語
に
、６

月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
危
険
物
安

全
週
間
が
行
わ
れ
ま
す
。各
家
庭
で

も
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
点
検
を
す
る
な

ど
、石
油
類
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分
署

62
‐
６
１
１
９

○
国
職
員　

税
務
職
員（
高
校
卒

業
程
度
）

【
受
験
資
格
】　

高
校
卒
業
後
、３

年
以
内（
平
成
25
年
４
月
１
日
時

点
）の
人
。
ま
た
は
、本
年
度
中
に

卒
業
見
込
み
の
人

【
受
付
期
間
】　

○
郵
送
・
持
参　

６
月
24
日（
月
）
〜
28
日（
金
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

６
月
24
日

（
月
）
〜
７
月
３
日（
水
）

【
１
次
試
験
日
】　
９
月
８
日（
日
）

　
人
事
院
東
北
事
務
局
０
２
２

‐
２
２
１
‐
２
０
２
２

○
県
職
員　
獣
医
師

【
受
験
資
格
】　

45
歳（
平
成
25
年
４

月
１
日
現
在
）未
満
で
獣
医
師
免
許

を
有
す
る
人

【
受
付
期
間
】　

６
月
28
日（
金
）。郵

送
の
場
合
、同
日
ま
で
の
消
印
有
効

【
１
次
試
験
日
】　
７
月
７
日（
日
）

　

県
総
務
部
人
事
課
０
１
９
‐

６
２
９
‐
５
０
７
２

岩
手
町
役
場

　

62ｰ

２
１
１
１

お
知
ら
せ

 

問
い
合
わ
せ
先　
　

 

申
し
込
み
先

Iwatemachinnformation

【
場
所
】　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
費
用
】　

２
７
０
円（
親
子
で
１

食
分
）

【
持
ち
物
】　

ご
飯
、箸
、お
茶
、歯

ブ
ラ
シ

【
定
員
】　

10
組（
先
着
順
）

【
申
込
期
限
】　

６
月
11
日（
火
）

・
　

町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

65
‐
２
１
３
１

　

県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、福
祉

や
介
護
の
仕
事
に
就
労
を
希
望
す

る
町
内
の
人
を
対
象
に
、求
人
情

報
の
提
供
や
資
格
取
得
な
ど
の
就

職
相
談
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】　

６
月
６
日（
木
）か
ら
平

成
26
年
３
月
ま
で
毎
月
第
１
木
曜

日（
祝
・
祭
日
は
休
み
）　

午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

【
場
所
】　

岩
手
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー
・
プ
ラ
ザ
あ
い

　

県
社
会
福
祉
協
議
会

０
１
９
‐
６
３
７
‐
４
５
２
２

　

就
職
に
関
し
て
悩
ん
で
い
る
若

者
や
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相

談
を
希
望
す
る
人
は
、事
前
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

６
月
28
日（
金
）午
前
10

時
〜
午
後
４
時

【
会
場
】　

沼
宮
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

２
階
会
議
室

【
対
象
】　
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
仕

事
に
就
い
て
な
い
人
と
そ
の
保
護
者

【
内
容
】　

専
門
の
支
援
員
に
よ
る

そ
の
他

　

テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
放
送

大
学
は
、平
成
25
年
10
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、気
軽
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
学
生
の
種
類
】　

【
出
願
期
間
】　

６
月
15
日
〜
８
月

31
日（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
は
６

月
１
日
よ
り
受
け
付
け
開
始
）

【
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
】　

７
月

17
日（
水
）、18
日（
木
）午
前
10
時
か

ら
11
時
30
分　

会
場
：
放
送
大
学

岩
手
学
習
セ
ン
タ
ー
４
階

募
集
し
て
い
ま
す

行
わ
れ
ま
す

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
！

■
放
送
大
学
10
月
入
学
生

国
や
県
の
職
員
を
募
集
！

■
平
成
25
年
度
採
用
試
験

集
ま
れ
！
テ
ニ
ス
愛
好
者

■
テ
ニ
ス
教
室

７
月
10
日
ま
で
に
納
付
を

■
労
働
保
険
料
の
年
度
更
新

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

■
記
帳
・
帳
簿
等
保
存
制
度

YOUNG

散歩

ヤ
ン
グ

Iwatemachinnformation
試
験
案
内
を
配
布
中
で
す

■
介
護
支
援
専
門
員
の
試
験

自
立
・
就
活
の
悩
み
相
談

■
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

石
油
類
の
取
り
扱
い
注
意

■
危
険
物
安
全
週
間

福
祉
の
求
人
情
報
を
提
供

■
福
祉
の
し
ご
と
出
張
相
談

子
育
て
講
習
会
を
開
催
！

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

道の駅「石神の丘」 62-1600
盛岡クラブチェンジ 019‐652‐7182

教養学部
科
目
履
修
生
６
カ
月
在
学

し
、
希
望
す
る

科
目
を
履
修

選
科
履
修
生
１
年
間
在
学

し
、
希
望
す
る

科
目
を
履
修

全
科
履
修
生
４
年
間
在
学

し
、
卒
業
を
目

指
す

大学院
修
士
科
目
生
６
カ
月
在
学

し
、
希
望
す
る

科
目
を
履
修

修
士
選
科
生
１
年
間
在
学

し
、
卒
業
を
目

指
す

No.300
【プロフィル】　くぼ・だいき（22）＝久保＝。不来方高を経て富士大
に入学。平成25年４月、同大卒業と同時に母校川口中へ保健体育の講
師として赴任。血液型Ｂ型、みずがめ座。

　「担当する保健体育の授業やその準備、試験勉強などであっという間に
一日が過ぎて行きます」と話す大樹さんは、母校の川口中で講師を務め、
慌ただしくも充実した毎日を過ごしています。小・中・高、大学と続け
たホッケーでは、現在も社会人チームに所属し、2016年いわて国体の強
化指定選手にも選ばれるなど、その実力は折り紙付き。母校でも男女ホッ
ケー部を熱心に指導し、「まずは県予選を１位で通過させたい。その実
力は十分にあります」と話す口調に熱がこもります。ホッケーに限らず
体を動かすことが好きな大樹さんの理想の女性像は、「一緒にスポーツ
を楽しめる明るい人」だとか。「生徒の話をよく聞いて、気持ちを考えて
あげられる教師になりたい」と日焼けした顔に白い歯を光らせます。

生徒の気持ち考える教師に

久保 大樹 さん
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日（曜） 時　間 行　事　名 場　所
2（日）07:30 ～ 12:00町消防団ポンプ操法・規律訓練競技会 役場駐車場

3（月）09:00 ～ 15:00特設人権相談 町勤労青少年ホーム

5
　
（水）09:45 ～ 00:00離乳食教室

（平成25年2月生まれのお子さんの家族）
町保健センター

6

　

（木）

　

09:30 ～ 11:00
12:00 ～ 13:30
15:00 ～ 16:30

全血献血

　

ケアホーム川口
ニチコン岩手㈱
㈱遠藤製作所

13:30 ～ 15:30福祉のしごと定期出張相談 in岩手町 プラザあい

7（金）09:30 ～ 00:00妊婦教室2回目
（平成25年7月～10月出産予定の女性）

町保健センター
　

8（土）09:00 ～ 15:00全国スポーツ少年団軟式野球交流大会
＝いわて牛乳杯＝岩手北予選

町野球場

9（日）07:15 ～ 11:40町消防演習 町総合グラウンド

11:00 ～ 15:00 2013東北社会人リーグ
（ホッケー競技）

町ホッケー場

12（水）12:30 ～ 00:00 ３歳児健康診査
（平成21年10月11日～12月12日生まれ）

町保健センター

16（日）08:30 ～ 15:00 全国スポーツ少年団ホッケー交流
大会町予選 町ホッケー場

19（水）10:00 ～ 15:30 盛岡年金事務所出張相談（要予約：盛
岡年金事務所 019-623-6211） ゆはず交流館

20（木）10:00 ～ まんまと湯っこの会 老人福祉センター

09:00 ～ 12:00 人権・行政相談 町勤労青少年ホーム

25（火）12:30 ～ 00:00
12:45 ～

9カ月児健康診査（平成24年９月生まれ）
6カ月児健康診査（平成24年12月生まれ）
1歳児健康診査（平成24年６月生まれ）
※乳幼児の健診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

27（木）10:00 ～ 00:00 子育てサロン “すくすく”
※未就学児とその保護者が対象です

町保健センター

30（日）11:00 ～ 17:00カレッジオブロック in 石神の丘
2013

石神の丘美術館
野外劇場

町民カレンダー

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

一方井診療所
岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
県立中央病院附属
沼宮内地域診療センター

町内病院の電話番号

▼
▼

▼
▼

６月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や広報などで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

７月の行事予定

６月の行事予定

県立中央病院附属沼宮内
地域診療センター診療科

診療科 診療日 受付時間

脳神経外科 11 日 08:30 ～
11:00

循環器（内科） 3、17 日 13:00 ～
15:30

高血圧・
糖尿病外来 5、19 日 08:30 ～

完全予約制

小児科 14、28 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 11、25 日 13:00 ～
15:30

耳鼻咽
いんこう

喉科 休診 ―

整形外科 7、21 日 08:30 ～
11:30

7（日）さわやかクリニック
14（日）一方井診療所

▼
▼

▼

６月の応援診療科

診療科 診療日 受付時間

内　科 月曜～金曜日08:30 ～11:30
外　科 月曜～金曜日  8:30 ～11:30

▼

　62-2659
　61-2025

　61-3636
　62-2234
　62-3211
　62-2043
　62-1155

　62-2511

７月

休日当番医
【受付時間】　9:00～17:00

子どもの急な病気はかなしみ
こども救急相談電話

診療時間外の受診

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000（ＰＨＳ、ダイヤル式 
　回線電話、ＩＰ電話は 019-605-9000）

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　 019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院
　下記予定表のとおり

　【受付時間】　午後5時～翌朝9時、土曜日は午後1時～ 5時
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡
　市夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の
　急病の子どもを受け入れます
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

「こころといのちを支えるいわて」
ひとりで悩まず下記にご相談ください。

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）■役場健康
福祉課　 0195-62-2111（内線 518）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県立中央病院
　　　　　　盛岡市上田1-4-1　 019-653-1151
【日　赤】　盛岡赤十字病院
　　　　　　盛岡市三本柳6-1-1　 019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院
　　　　　　盛岡市内丸19-1　 019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院
　　　　　　盛岡市上田字松屋敷11-14　 019-662-5656
【川久保】　川久保病院
　　　　　　盛岡市津志田26-30-1　 019-635-1305

　組数、人数の（ ）内は実数です。お婿さんお嫁さんは、
結婚して町内に住所がある人を掲載しています。
　広報に掲載を希望しない人は、届け出のときに町民
課にお話ください。

平成 25 年４月受け付け分

日 月 火 水 木 金 土
6/1
こども

2
医大

3
中央

4
川久保

5
日赤

6
医大

7
中央

8
中央

9
医大

10
日赤

11
川久保

12
中央

13
中央

14
日赤

15
こども

16
中央

17
医大

18
川久保

19
日赤

20
医大

21
中央

22
中央

23
日赤

24
医大

25
中央

26
医大

27
中央

28
日赤

29
医大

30
中央

7/1
中央

2
川久保

3
中央

4
日赤

5
医大

6
こども

7
中央

8
日赤

9
川久保

10
中央

11
医大

12
中央

13
中央

●生まれたお子さん●６人（７人）
▼３月

日 お名前 保護者 行政区

25 四日市　憂
うい

幸　師 野 原

1 丹治　和
のどか

香 清　正 上五日市

3 柳本　悠
ゆ ま

舞 和　也 一 本 柳

16 室井　弓
ゆみか
佳 基　矢 横 田

19 黒田　海
かいせい
晴 唯 石 神

24 武田　花
は な

菜 和　樹 沼 袋

●お婿さん、お嫁さん● １組（４組）

日 お名前 世帯主 行政区
19 畑中　克哉

新田　茅裕
本　人
克　哉

上愛宕下
上愛宕下

▼４月

●亡くなられた人● 14 人（16 人）
▼４月

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区

1 久保　昭二（86） 栄　光 上 町

1 武田　静麻（78） 　広 沼 袋

3 太 布　　 学（22） 本　人 太 布

4 民部田ミツヱ（90） 信　一 川 原 木

14 遠藤　榮造（83） 隆 一 方 井

14 十良澤ハツ（69） 信　市 白 椛

15 久慈ヨスミ（82） 竹　士 上野口町

17 千 　エツ（89） 卓　久 境 田

20 中村　サキ（99） 春　江 上 鴫 沢

20 佐藤　終治（83） 加治美 太 布

26 横田　イマ（103） 本　人 水 堀

27 柴田　蒼生（ 1） 華　易 上五日市

28 大 坊　　 誠（86） 隆　治 大 坊

29 玉山　ウメ（85） 本　人 下苗代沢2

▼４月

日（曜） 当番医
2（日）北上脳神経外科クリニック
9（日）沼宮内地域診療センター
16（日）佐々木医院
23（日）佐渡医院
30（日）塚谷医院

町県民税（第１期）の納付期限は７月１日（月）です
※口座振替の場合は６月25日（火）に指定の口座から引き落としになります

よろこび

日（曜） 時間 行事名 場所
3
　
（水）09:45 ～ 00:00離乳食教室

（平成25年3月生まれのお子さんの家族）
町保健センター

４（木）13:30 ～ 15:30福祉のしごと定期出張相談 in岩手町 プラザあい

5（金）09:30 ～ 00:00妊婦教室１回目
（平成25年9月～12月出産予定の女性）

町保健センター
　

7（日）10:30 ～ 15:00いわてまちキャベツマン食堂
（大町商店街9:00～ 16:00車両通行止）

山見の里大町商店街
特設会場

10（水）12:45 ～ 00:00 1歳６カ月児健康診査（平成23年 11
月 9日～平成24年1月10日生まれ）

町保健センター



代表:阿
あ べ

部詔
つぐもり

守（72）
　　  ＝大坊＝
会員: 25 人

美
術
館
へ
行
こ
う

編
集
後
記

■
編
集
／
岩
手
町
企
画
商
工
課

〒
028-4395 岩

手
県
岩
手
郡
岩
手
町
五
日
市
10-44

T
E
L0195-62-2111　

F
A
X
0195-62-3104

U
R
L　
h
ttp
://w

w
w
.tow

n
.iw
ate.iw

ate.jp

2013年
［
平
成
25年

］
6月
１
日
発
行

No.648
Iwate-machi  Monthly  Public  Relations  Paper
Iwate-machi

■
人
口
の
動
き（
H
25.4.30現

在
）　
※（
）内
は
前
月
比

　
人
口
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7,330（

△
5） 、女

7,680（
△
14） 　

計
15,010（

△
19） 、世

帯
/5,449（

△
1）

　
出
生
/7、 死

亡
/16、転

入
/52、 転

出
/62、外

国
人
住
民
/96人

※
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、人
口
、世
帯
数
は
外
国
人
住
民
を
含
む
数
を
掲
載
し
て
い
ま
す

　

こ
と
し
の
春
は
寒
い
日
が
多

く
、桜
も
例
年
よ
り
遅
れ
ま
し
た

ね
。
私
は
、桜
を
見
る
と
、ど
こ

か
誇
ら
し
げ
な
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
地
域
に
立
派
な
桜
が
あ

る
皆
さ
ん
も
同
じ
よ
う
な
気
持

ち
で
し
ょ
う
か
。「
こ
ん
な
桜

が
あ
る
よ
」、「
今
満
開
だ
よ
」と

度
々
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
部
紹
介
で
き
な
く
て
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。
写
真
は
、川
原
木

の
民
部
田
忠
吾
さ
ん（
79
）宅
に

あ
る
樹
齢
53
年
の
シ
ダ
レ
ザ
ク

ラ
。
昼
に
訪
れ
る
と
、広
が
る
枝

ぶ
り
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
、ぶ
ら
下

が
る
電
球
を
発
見
。
夜
に
再
度

訪
問
す
る
と
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
姿
は
、息
を
の
む
よ
う
な
美

し
さ
で
し
た
。　
　
　
（
佐
藤
）

開館時間：午前９時～午後５時　会期中休館日はありません

 石神の丘美術館  62－1453

水墨画家　王
お う

 子
す こ う

江　展

観覧料金：【町民割引】受付に運転免許証、保険証などを提示ください
　　　　　一般400円／大・高生240円／中学生以下無料

No.03

いきいきサ ルクーサ ルクー

「いきいきサークル」では、町内で活動するスポーツ、文化、ボランティアなどのサークル
や団体を紹介します。　　　  役場企画商工課企画広報係 62－2111内線217へ

　

町
陶
芸
ク
ラ
ブ
は
月
２
回
、石
神
の
丘
美
術

館
工
房
棟
に
集
ま
り
、食
器
や
花
瓶
な
ど
、思

い
思
い
の
作
品
作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

一
つ
の
作
業
台
を
囲
む
、柴
田
イ
ル
子
さ
ん

（
78
）＝
下
愛
宕
下
＝
と
小
林
ツ
ヤ
さ
ん（
76
）

＝
同
、矢
幅
ス
ミ
さ
ん（
76
）＝
同
、森
子
朝
子

さ
ん（
76
）＝
小
山
沢
＝
の
４
人
は
、「
手
を
動

か
し
て
、お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
作
る
の
が
楽

し
い
」、「
な
か
な
か
思
っ
た
よ
う
に
は
で
き

な
い
け
ど
、そ
こ
が
面
白
い
」、「
出
来
た
作
品

は
、た
と
え
下
手
で
も
世
界
で
一
つ
だ
け
の
物

で
す
」と
口
々
に
陶
芸
や
同
ク
ラ
ブ
の
魅
力
を

話
し
ま
す
。
一
方
、一
人
黙
々
と
制
作
に
没

頭
す
る
山
口
末
太
郎
さ
ん（
85
）＝
大
坊
＝
は
、

「
焼
き
上
が
り
を
想
像
し
な
が
ら
作
る
の
が
楽

し
み
」と
年
に
15
作
品
を
作
る
そ
う
で
す
。
代

表
の
阿
部
会
長
は
、「
考
え
る
、作
る
、交
流
す

る
、出
来
た
物
を
使
う
。
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
み

が
あ
り
ま
す
。
と
に
か
く『
楽
し
く
』が
モ
ッ

ト
ー
で
す
。
ぜ
ひ
、一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
」

と
新
規
会
員
を
募
集
中
。
会
員
は
、陶
芸
に
興

味
が
あ
る
、町
内
の
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

が
対
象
で
す
。　

 

石
神
の
丘
美
術
館
ま
で

楽
し
く
！
が
モ
ッ
ト
ー

「
岩
手
町
陶
芸
ク
ラ
ブ
」

①笑顔で陶芸に取り組む皆
さん②制作に集中する会
員③仲間が集まってする
おしゃべりも楽しみの一つ

2012年NHKテレビ「日曜美術館」で特集された、
石市、大槌町で制作した作品や浮島小学校の

児童と共同で制作した作品（新作）も展示します。

①②

③

《夢・希望》　2012年　和紙に墨

展覧会期：

― 被災地の復興を祈って ―

６月８日（土）～７月 28日（日）

民部田忠吾さん宅のシダレザクラ＝川原木＝


